
公正・透明な取引

　TOYO TIREの事業成長を支える品質・量を兼ね備えた原
材料を安定的に確保し続けるためには、持続可能な調達を支
えるサプライチェーンの構築が必要不可欠です。持続可能な
調達とは、生産から消費に至るサプライチェーン全体で社会
的課題の解決に取り組み、社会全体の持続可能性を目指す
ものです。
　持続可能なサプライチェーンの構築は当社グループにおけ
る緊急性の高い優先課題の一つとして、サステナビリティ委
員会のもとにタスクフォースを設置し、目標・ターゲット、活
動計画、KPIなどを協議しています。

お取引先との協働
■ 持続可能な調達の推進

　当社グループは、生産から消費に至るサプライチェーン全
体で社会的課題の解決に取り組むため、「TOYO TIREグルー
プCSR調達ガイドライン」を策定し、お取引先にも本ガイド
ラインに沿った活動の推進を要請しています。また、お取引
先からさらにサプライチェーンの上流に本ガイドラインの趣旨
を展開してもらうよう協力を呼びかけています。
　ガイドラインの内容は、社会からの要請や事業環境の変化
に応じて都度見直しを行っています。グローバル調達の拡大
に伴い、ガイドラインは日本語版・英語版・中国語版を発行
しています。
　2020年は国内外約350社のお取引先を対象に、活動状況
を報告してもらうための「CSR自主点検チェックリスト」（ア
ンケート）を配布しました。今後は、自主点検結果をもとに
デュー・ディリジェンス（サプライチェーンにおけるリスクを分
析し、その結果をお取引先にフィードバックすることで、顕在
的・潜在的なマイナスインパクトを改善すること）に取り組ん
でいきます。
　なお、お取引先がCSR調達の取り組みにおける懸念事項を
通報する窓口を設け、ガイドライン説明会等を通じて周知し
ています。2020年はお取引先からの通報はありませんでした。

■ CSR調達ガイドライン

■ 天然ゴムの持続可能な調達に向けた国際連携
　天然ゴムをモノづくりの主原料としている当社グループに
とって、特に天然ゴムを将来にわたり安定的に調達していくこ
とは重要な経営課題です。そして、天然ゴム産業は生産現場
における森林減少、地域住民の権利侵害などの社会的課題
を抱えており、これらを解決していくことで天然ゴムの持続可
能な調達を実現しようとする動きが世界的に進んでいます。
　当社は持続可能な開発のための世界経済人会議（World 
Business Council for Sustainable Development：
WBCSD）傘下のタイヤプロジェクト（Tire Industry Project：
TIP）の主導によって2018年に発足した新たな枠組み「持
続可能な天然ゴムのためのグローバルプラットフォーム

（GPSNR）」* にも参画し、課題解決に向けた協議を重ねて
います。2020年はGPSNRが掲げる「持続可能な天然ゴムの
原則」を事業活動に組み込むために整備すべき方針の要素
が決議されました。当社もそれを踏まえ、2019年にCSR調
達ガイドラインの一部として追加した天然ゴムの調達に関す
る方針を全面的に見直し、「持続可能な天然ゴムの調達方針」
を独立方針として新たに策定、公表しました。新方針は、健
全な生態系や人権・コミュニティなどに関する取り組みの実
効性を高める内容となっています。
　今後も、国際的なイニシアチブやステークホルダーと連携
しながら、当社のバリューチェーンを通じて持続可能な天然
ゴムサプライチェーンの構築を目指します。

　TOYO TIREでは、各国・地域の自由な競争と公正な取引
を「TOYO TIREグループ行動基準」に掲げ、独占禁止法・
下請法の遵守、公正な調達活動、輸出入関連法令の遵守、
適正な表示と説明を実施しています。
　例えばTOYO TIRE株式会社では、公正かつ無差別な取
引の徹底や、お取引先との個人的な利害関係の禁止などを
定めた購買取引規定や、独占禁止法が禁止するカルテル・談
合およびこれらの疑いを招く行為を未然に防止するためのカ
ルテル防止規定を定め、公正かつ自由な競争にもとづく事業
活動を確保しています。

｢持続可能な天然ゴム」に関する 
WWFによる社内勉強会の開催

  TOYO TIRE株式会社は、持続可能な天然ゴムサプライ
チェーンの構築に向けた取り組みを進めるにあたり、天然ゴ
ム生産地で起こっている問題を正しく理解することが重要
と考え、2021年４月にWWFジャパン様をお招きし、「森林
保全と持続可能な天然ゴム」についての社内勉強会（オンラ
イン）を開催しました。
　勉強会には購買、技術、品質、環境、ESG部門が参加し、
WWFジャパン様より天然ゴム生産地における森林保護を
中心に、生物多様性、野生動物保護、土地開発・利用等に
関して専門的見地からご講義いただき、理解を深めること
ができました。また、各部門が「持続可能な天然ゴムの調達
方針」と自部門の業務との関わりや、活動計画を策定するに
あたっての課題等を確認する貴重な機会となりました。
  今後も、こうした専門機関・団体やステークホルダーとの
コミュニケーションや連携を通じて、持続可能な調達に向け
た取り組みを強化していきます。

TOPICS

取り組むべき課題
●  サプライチェーンマネジメント（社会・環境）（＊）

TOYO TIREはグローバル企業として、その活動がサプライ
チェーンにおよぼしている影響の大きさを理解し、サプラ
イチェーンが抱える社会的課題の解決に取り組むことが今
後の当社グループの持続的な成長に不可欠と考えています。
また、健全なサプライチェーンのもとでこそ、消費者により
安全・安心な製品・サービスをお届けできると考えています。
そのためにも、当社グループのサステナビリティ調達に対
する考え方をお取引先と共有し、ともにサプライチェーン全
体でのグローバルな社会的課題の解決へ貢献することを、
優先的課題と考えています。

取り組み方針
TOYO TIREは、各国・地域の自由な競争および公正な取
引に関する法令を遵守の上「TOYO TIREグループ購買基本
方針」を定め、公正な取引による適正な品質・価格を追求し
ています。
そして、「TOYO TIREグループCSR調達ガイドライン」およ
び「持続可能な天然ゴムの調達方針」を策定し、お取引先
と協働して、企業活動が環境・社会におよぼす、あるいはお
よぼす可能性のあるマイナスのインパクトを軽減、防止、最
小化すること、さらにはともに企業価値・競争力を向上させ
ることを目指してサステナビリティ調達を推進し、安定供給
を確保します。

持続可能なサプライチェーン
TOYO TIREのSDGs　2030年のあるべき姿

●  ステークホルダーとの連携により、持続可能なサプライチェーンを構築することで、エシカル消費が標準化する社会づくりに
貢献する

*   Global Platform for Sustainable Natural Rubber（GPSNR）。業界の枠を超えて、世界
の天然ゴムの生産や利用が、より自然環境や社会的課題に配慮した方法で行われることを
目指すプラットフォーム（基盤）

　紛争地域等で採掘されるスズ・タンタル・タングステン・金
（紛争鉱物）を購入することが現地の武装勢力の資金源とな
り、人権侵害、贈収賄、資金洗浄等の腐敗行為を助長する
として、欧米では法によりサプライチェーンのデュー・ディリジェ
ンス等が義務づけられています。当社グループでは、お取引
先と協力しながら製錬所まで遡って、当社グループが購入す
る原材料がそのような非人道的行為に関与していないかを確
認する調査を実施しています。

■ 紛争鉱物への対応

経営会議

サステナビリティ委員会

持続可能なサプライチェーンタスクフォース

役割 持続可能なサプライチェーンに係る方針・目標設定、実行に関
する具体的な検討および推進

リーダー 事業統括役員

メンバー 関係する部門から選抜

サポート ESG推進室、経営戦略室、経営管理部、DX・システム統括部門

指示、助言 具申、報告

GPSNRプラットフォーム・ディレクター  
Stefano Savi氏のコメント
TOYO TIREがGPSNRのポリシーフレームワークに賛同し、さらに
公正、公平、持続可能な天然ゴムのバリューチェーンへのコミット
メントを制度化したことを喜ばしく思い
ます。GPSNRには天然ゴムに関係するス
テークホルダーの50％が加盟しているた
め、TOYO TIREをはじめとする加盟企
業がポリシーフレームワークを採用するこ
とは業界全体にとっての前進となります。
TOYO TIREの取り組みが他企業の賛同
を促すことを期待しています。

活動報告

＊はマテリアリティを示す
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